
 

令 和 ４ 年 ５ 月 3 1 日 

東京二十三区清掃一部事務組合 
 

自己託送の活用について 

１ 取組の概要 

清掃一組は令和元年度から自己託送制度を活用しており、清掃一組内で発電し

た電力を別の施設に供給することで「電力の地産地消」が可能となるほか、需要

施設における電気料金及び二酸化炭素排出量の削減効果があります（図１）。 

     

図１ 自己託送の活用イメージ 

 

２ 取組内容 

令和４年度は需要施設（送電先）を２施設追加して４施設とし、需要施設で使

用する電力を全量供給することで財政面及び環境面での効果が期待できます。 

表１ 自己託送関連施設一覧（令和４年度） 

発電施設（送電元） 需要施設（送電先） 

新江東清掃工場 中央清掃工場 中防処理施設管理事務所 

港清掃工場 品川清掃工場 京浜島不燃ごみ処理センター 

北清掃工場 大田清掃工場 有明清掃工場（新規） 

千歳清掃工場 葛飾清掃工場 有明清掃工場サブステーション（新規） 
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